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詞書きを伴う絵巻物や賛と呼ばれる詩文が寄せ書きされ

た詩IIl軸をはじめ、教養ある文人が自らの絵に書を加えた自

画自賛のものなど、明治以前の我が国の絵画にはL14中に文

字を書き入れる作例が多数見受|ちれ、文字と絵は占来より

親しt 関ヽ係にありました。中でも文字的な要素を含んだ絵lll

表現としては、微細に書き込まれた経典の文字を連ねることに

よって輪郭線や形象を描きだす宗教的な作例や、画面の中

に文字を隠し込んだもの(葦手絵他)があり、本展ではこれら

の文字が積極的に関わった絵画作例を文字絵とにヽう言葉

でまとめてみました。一方、大書きの文字の輪郭の中に絵を

描き込むなどして文字を絵画的手法で飾るものや、絵を表音

文字のように用いて意味を伝える判じ物なども知られており、こ

れらは広く絵文字としてとらえることができるでしょう。

このような文字と絵の親密な関係は、西洋絵画(こはない日

本 (東洋)美術の大きな特徴で丸 この展覧会では国宝。重

文を含む130点あまりを展示して(会期中展示替えをいたしま

す)、このような日本 (東洋)美術における文字と絵の関わりに

ついて、新たな光をあててみたいと考えまt
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渋谷駅下車徒歩15分 神泉駅下車徒歩5分

●■月2日(土)午後2時～ 「工芸作品に見る文字意匠」

小松大秀(東京国立博物館漆工室長)

●H月 9日l■)午後2時～ 「絵が文字になり文字が絵になる…・」

杉浦康平(デザイナー)

10月26日ω午後2時～3時  京都の魅力 美のすべて「桂離宮」「修学院離宮」

11月23日0午 後2時～3時  京都の魅力 美のすべて「茶の湯」「生け花」

10月19日0午 後2時～4時  磯村敏之(洋画)。北尾和子(水彩画)

H月 16日0午 後2時～4時  西鳴俊親(洋画)。松島靖(本彩画)

10月21日(月)・28日(月)。11月 5日 (匁。10日(日)。11日(月)・18日(月)

午前9時～午後5時 (入館は午後4時 30分まで)

一般200(160)円/小 。中学生100(80)円*( )内 は20名以上の団体料金
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